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ツキノワグマ管理検討委員会設置要綱 

 

（趣旨） 

第１ 本県に生息するツキノワグマ地域個体群の管理全般について検討し、もって人とツキ

ノワグマとの共存に資するため、「ツキノワグマ管理検討委員会」（以下「委員会」という。）

を設置する。 

（検討事項） 

第２ 委員会は、次に掲げる事項について検討する。 

 (1) 第二種特定鳥獣管理計画の作成及び変更に関すること 

 (2) 個体数管理に関すること 

 (3) 生息環境の整備に関すること 

 (4) 被害防除対策に関すること 

 (5) モニタリング調査に関すること。 

 (6) その他ツキノワグマの管理に関すること。 

（組織） 

第３ 委員会は、委員をもって構成する。 

２ 委員は、学識経験者、関係団体及び行政機関等で委員会の運営に必要と認められる者の

うちから、環境生活部長が委嘱する。 

３ 委員会に委員長を置き、委員長は委員の互選により決定する。 

４ 委員長は会務を総括し、会議の議長となる。 

５ 委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたときは、委員のうちから予め委員長が指名す

る委員が、その職務を代行する。 

６ 委員会の検討事項を専門的に審議するため、必要に応じて委員会に委員若干名をもって

構成する専門部会を置くことができる。 

（任期） 

第４ 委員の任期は委嘱の日から、その日を含むツキノワグマ管理計画の期間が満了する日

までとする。ただし、欠員が生じた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間と

する。 

（会議） 

第５ 委員会は、必要に応じて環境生活部長が招集する。 

２ 環境生活部長は、必要と認めるときは、委員以外の者の出席を求めることができる。 

（庶務） 

第６ 委員会の庶務は、環境生活部自然保護課において処理する。 

（その他） 

第７ この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、環境生活部長が別

に定める。 

  附 則 

 この要綱は、平成 15 年 12 月 24 日から施行する。 

 この要綱は、平成 18 年３月 16 日から施行する。 

 この要綱は、平成 19 年４月６日から施行する。 

 この要綱は、平成 20 年４月 25 日から施行する。 

 この要綱は、平成 24 年４月１日から施行する。 

 この要綱は、平成 25 年５月 13 日から施行する。 

 この要綱は、平成 27 年９月 25 日から施行する。 



 この要綱は、平成 29 年５月 26 日から施行する。 
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【報告事項】  

    Ⅰ 令和元年度のツキノワグマ管理施策の取組状況について 

 

１ 出没の状況 [資料１] 

今年度のツキノワグマの出没数は 10 月末現在で 2,699 件であり、過去５年間では平成

28 年に次いで多い出没となった。 

                                （単位：件） 

区分 H26 H27 H28 H29 H30 R 元 

10 月末現在 2,154 1,332 2,972 2,498 2,530 2,699 

年間 2,221 1,370 3,070 2,575 2,612 － 

 

２ 被害及び防除対策 [資料２-１，２-２，２－３] 

(1) 被害状況  

① 人身被害の状況   

   今年度（10 月末現在）の人身被害は件数 15 件、人数 16 人。例年と同様に、北上高地

での発生が多い。 

【人身被害】                         （単位：件、人） 

区 分 
H26 H27 H28 H29 H30 R 元 

件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 

北上高地 ７ ８ ８ ８ １０ １０ １１ １１ ８ ８ ９ ９ 

北奥羽 ６ ８ ３ ４ ６ ８ ５ ６ ４ ４ ６ ７ 

計 １３ １６ １１ １２ １６ １８ １６ １７ １２ １２ １５ １６ 

年間 １３ １６ １３ １４ １７ １９ １６ １７ １２ １２ - - 

 

② 農林業被害の状況  [資料３]  

平成 30 年度の農業被害は、総額 4,206 万円で、平成 29 年度とほぼ同額である。 

平成 27 年度以降は果樹の被害額が増加している。 

【農業被害】                       （単位：ha、万円） 

区分 
H26 H27 H28 H29 H30 

面積 被害額 面積 被害額 面積 被害額 面積 被害額 面積 被害額 

水稲 2.9 593 3.3 461 2.2 162 3.8 208 1.1 117 

野菜 3.5 307 1.7 158 2.3 275 2.2 209 3.2 465 

果樹 5.7 1,275 4.4 561 4.2 783 10.7 1,122 7.3 1,404 

飼料 51.2 2,731 16.1 1,260 30.0 2,157 37.1 2,644 26.2 2,208 

その他 6.7 125 0.2 37 6.7 90 0.9 49 1.1 12 

計 70.0 5,031 25.7 2,477 45.4 3,467 54.7 4,232 38.9 4,206 
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林業被害については、平成 27 年度以降発生していなかったが、平成 30 年度はス

ギ林において皮剥ぎ被害が発生している。 

【林業被害】 

区 分 H26 H27 H28 H29 H30 

区域面積（ha） 139.65 0 0 0 1.92 

実損面積（ha） 0.73 0 0 0 0.87 

損害額（万円） 214 0 0 0 239 

 

(2) 防除対策の状況 

①  人身被害防止対策 

ア  ツキノワグマの出没に関する注意喚起通知 

今年度は、ブナの結実が不作と見込まれたことや、積雪量が少なく冬眠明けの活

動が早まる可能性が高かったことから、平成 31 年３月 20 日付けで「ツキノワグマ

の出没に関する注意報」を発表した。 

また、人里への出没や人身被害、農畜産物被害の発生のおそれがあることから、

季節ごとに各市町村等へ注意喚起及び出没時における適切な対応について周知を

図った。 

 【実施内容】通知（４回） 

 【実施時期】下記のとおり 

【注意喚起通知内容の詳細】  

通知時期 注意喚起等依頼先 主な内容 

H31.3.20 
各市町村、農林水産部、広域振興

局、県警本部、県政記者クラブ 

ツキノワグマの出没に関する注

意報 

H31.4.15 
各市町村、農林水産部、広域振興

局、県警本部、県政記者クラブ 

春の山菜採りシーズンに向けた

注意喚起 

R1.7.23 
各市町村、農林水産部、広域振興

局、県警本部 

夏季の行楽シーズンに向けた注

意喚起 

R1.9.30 
各市町村、農林水産部、広域振興

局、県警本部、県政記者クラブ 

秋のキノコ採りシーズンに向け

た注意喚起 

 

 イ 各種媒体を活用した注意喚起 

  【実施内容】 県の広報誌へ掲載、ホームページ更新、コンビニ等へのリーフレッ

トの配付を行った。  

【実施時期】 通年 

【内  容】 

時期 媒体 社名及び内容等 

H31.4 月号 岩手の林業 「ツキノワグマの出没に関する注意報を発表中！」 

H31. 4.22 ツイッター 「ツキノワグマの出没に注意！」 

R 1. 5.20 ツイッター 「ツキノワグマの出没に注意！」 

R 1. 6.10 ツイッター 「クマに注意」 
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R 1. 7.23 リーフレット 

「クマに遭わないための 8 か条」  

配布先：県内産直施設、道の駅、まちの駅、ホーム

センター、高速道路 SA,PA   計 415 施設 

R 1. 7 月 リーフレット 
「クマに遭わないための 8 か条」  

配布先：ファミリーマート  計 205 店舗 

R 1. 8. 5 ツイッター 「ツキノワグマの出没に注意！」 

R 1.9 月号 岩手の林業 「ツキノワグマの出没に注意！」 

R 1. 9.10 ツイッター 「ツキノワグマの出没に注意！」 

通年 ホームページ 
ツキノワグマの人身被害防止について 

各種リーフレット、被害マップ 

 

ウ 地域における管理対策の推進 

「ツキノワグマ管理計画」に基づき、各広域振興局において、市町村や警察等の関

係者で構成される地区協議会を設置し、クマの管理に係る農林業被害防止対策につい

て情報の共有を図った。 

※ 平成 30 年度は９地区中７地区で実施（２地区は年度末から次年度当初に変更）。 

※ 令和元年度は９地区中５地区で実施済み（10 月末時点）。 

 

エ 追払い対策の推進 

クマ等の大型獣類追払いを目的とする花火弾や轟音玉等を取り扱うために必要と

なる火薬類取締法に基づく煙火消費保安講習会を岩手県と岩手県猟友会と共催で実

施した。（10 月５日、受講者 110 名：市町村職員、猟友会員、鳥獣保護管理員等） 

 

② 農林業被害の防除対策 

ア 鳥獣被害防止特措法の活用 

【農林業被害防止計画策定市町村（ツキノワグマを対象とするもの）】 

県内全市町村で策定した（33 市町村）。 

【主な計画内容】 

電気柵設置、刈払い等環境整備、誘因物除去、追払い推進、実施隊による捕獲体

制整備、普及啓発等。 

 

③ ツキノワグマの生息環境整備  

ア 天然性林の保全・管理 

森林整備事業により、コナラ等（コナラ・ミズナラ・クリ）のツキノワグマの

餌となる広葉樹について、造林や保育等を実施した。 

                                   （単位：ha） 

区分 H27 H28 H29 H30 H30/H29 比 

造   林 57 50 59 45 76％ 

保 育 等 
（除伐・間伐・更新伐） 

17 34 39 23 59％ 
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イ いわての森林づくり県民税の活用（いわて環境の森整備事業） 
多様な公益的機能を有する森林環境の維持・保全等を目的とした「いわての森

林づくり県民税」を活用し、森林所有者自らの管理が行き届かない森林を、針葉

樹と広葉樹が混交した森林に誘導する混交林誘導伐（概ね５割の強度間伐）を実

施。                                                  

（単位：ha） 

区分 H27 H28 H29 H30 H30/H29 比 

混交林誘導伐 934 772 888 581 65％ 

 

   ④ その他出没等に関する対策 

銃器が使用できない市街地等への出没対策として、吹き矢麻酔及び麻酔銃等を使用

した捕獲を行うため、危険猟法許可を取得（令和元年５月 20 日付け環東地野許第

1905201 号）。 

【従事者】３名（盛岡市動物公園１名、鳥獣保護センター２名） 

 

 

３ 捕獲の状況 

(1) 捕獲頭数の管理   [資料４-１,４-２,４-３]  

① 平成 30-令和元管理年次の捕獲状況 

  平成 30-令和元管理年次の捕獲頭数は、ブナの不作等による大量出没に伴い、北奥

羽地区が 178 頭、北上高地地区が 270 頭、合計 448 頭で、過去最高の捕獲頭数とな

った。 

ア 狩猟 

 過去５年で最も捕獲数が多い。狩猟期間を延長（11/1～11/14 の 14 日間延長）

したことが主な要因と考えられる。 

イ 有害捕獲 

今年次の大量出没により過去最高の有害捕獲数となった。また、H27-28 年次の

大量出没に比べ約 11 パーセント増となった。 

ウ 春季捕獲 

八幡平市で８頭、西和賀町で４頭、合計 12 頭捕獲。 

 

【地域別の捕獲上限数及び捕獲状況】            （単位：頭） 

地域 
捕獲 
上限 

 
狩猟 

許可捕獲 
捕獲計 

うち 
放獣 有害 

うち 
放獣 

春季 

北奥羽 １４５ １８ １４８ （１３） １２ １７８ （１３） 

北上高地 ２３０ ６２ ２０８ （１） ０ ２７０ （１） 

計 ３７５ ８０ ３５６ （１４） １２ ４４８ （１４） 

   ※ 管理年次：平成 30 年 11 月 1 日～令和元年 10 月末 

 

②  過去５年の捕獲状況 

平成 30-令和元年管理年次においては、クマの大量出没により有害捕獲が増加した

ことや、狩猟期間の延長に伴う狩猟による捕獲が増加したことにより、過去５年間
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で最高の捕獲頭数となった。 

【過去５年間の捕獲状況及び捕獲上限数】 

                             （単位：頭） 

区 分 H26-27 H27-28 H28-29 H29-30 H30-R1 

狩猟 46 58 46 61 80 

春季捕獲 10 17 10 11 12 

有害捕獲 114 328 263 239 356 

合計 170 403 319 311 448 

うち放獣 (9) (5) (4) (8) (14) 

捕獲上限数 353 342 363 363 375 

  

  ③ 捕獲許可にかかる特例許可の試行  [資料５] 

近年、ツキノワグマの出没や被害が増加していることから、平成 26 年６月１日か

ら、市町村の判断による迅速かつ円滑な対応を確保するため、通常の許可手続きに

加え、市町村ごとに捕獲上限を設定し、その範囲内であらかじめ市町村からの申請

を受けて行う特例許可を行っている。 

なお、特例許可の適用期間については、近年の春先の出没を勘案し、６月 1 日か

らの適用の期間の始期を５月 1 日からに見直しを行った。 

【対  象】 33 市町村（鳥獣被害防止特措法に基づく被害防止計画の策定済市町村） 

【申  請】31 市町村（軽米町、九戸村を除く）  

【許可期間】５月 1 日から１０月末の期間中で、最大３０日間 

  

(2) 緊急時における捕獲許可事務の特例処理 

  ① 根拠  

「岩手県の事務を市町村が処理することとする事務処理の特例に関する条例」に

より、人身被害に関わる緊急時における捕獲許可については、市町村において事務

処理ができることとしている。 

② 権限移譲状況  全市町村（平成 21 年度より） 

③ 令和元年度実績 許可実績なし 

 

【市町村における捕獲許可実績】 

市町村名 捕獲許可日 捕獲実績 備考 

一関市 平成 21 年５月 16 日 ０頭 人家敷地内への侵入 

岩泉町 平成 21 年７月 24 日 １頭 人家敷地内への侵入 

奥州市 平成 22 年６月 12 日 ０頭 人家敷地内への侵入 

西和賀町 平成 22 年９月４日 １頭 人家敷地内への侵入 

金ケ崎町 平成 23 年７月２日 ０頭 日常生活範囲内での人身危害 

花巻市 平成 24 年７月 21 日 １頭 人家敷地内への侵入 

花巻市 平成 26 年５月 27 日 １頭 日常生活範囲内での人身危害 
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４ モニタリング調査  

(1) 捕獲記録 

    狩猟や許可による捕獲者から提出された捕獲票を記録し、捕獲された個体の把握や捕

獲上限の算定に活用した。 

【対    象】 狩猟、春季、有害による捕獲個体。 

  【方    法】 捕獲実施者及び狩猟者からの提出された報告票を確認。 

【記録内容】 捕獲日時、場所、体重、体長、性別、推定年齢、子連れの有無等。 

 

(2) ブナ及び広葉樹堅果類の豊凶調査   [資料６]  

クマの出没予測及び注意報等発表の判断材料とするため、ブナ及び広葉樹堅果類の

豊凶調査を実施した。 

【対象】 北上高地 12 地点（ナラ類）、北奥羽９地点（ブナ、ナラ類） 

【方法】 ９月～10 月にかけて目視により、自然保護課、各広域振興局保健福祉環境

部・林務部及び環境保健研究センターにおいて実施。 

 

 (3) ツキノワグマ生息数調査事業（大規模ヘアトラップ調査） 

平成 30 年度から令和 3 年度までの４か年で３地域（北奥羽、北上高地南部、北上高

地北部）に分けて生息数調査を実施し、個体数の推定を行うこととし（前回調査は、

Ｈ21～24 年度に実施）、本年度までに北奥羽地域について推定を行った。今後は、北上

高地（南部・北部）の個体数について、順次調査を行うこととしている。 

  【実施期間・地域】 

   ① H30～R1 北奥羽地域 

   ② R1～R2  北上高地南部（予定） 

   ③ R2～R3  北上高地北部（予定） 

 

(4) ツキノワグマ個体数密度調査（小規模ヘアトラップ調査） 

前回の大規模ヘアトラップ調査終了後の平成 25 年度から継続的に県内の生息密度の

動向を把握するため、２市において調査を実施した。 

【対象地域】 花巻市（北奥羽）、遠野市（北上高地） 

【調査方法】 平成 25 年度から継続的に実施。２市合わせて約 50 基のヘアトラップを

設置。 

【調査結果】 

花巻市（北奥羽） H25 H26 H27 H28 H29 H30 

個体数密度(頭/km2) 1.00 1.01 0.95  1.46  1.39  1.36  

95％信用区間下限 0.75 0.75 0.66  1.12  1.03  0.94  

95％信用区間上限 1.36 1.41 1.35  1.87  1.96  2.02  

 
遠野市（北上高地） H25 H26 H27 H28 H29 H30 

個体数密度(頭/km2) 0.31 0.29 0.27  0.31  0.40 0.33 

95％信用区間下限 0.23 0.20 0.19  0.23  0.27 0.24 

95％信用区間上限 0.41 0.42 0.39  0.42  0.59 0.46 
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(5) 春季捕獲に係る痕跡調査 ［資料７］ 

ツキノワグマの伝統的な猟法を保全し、持続的な利用を図ることを目的として２市

町において実施した。 

【対象】春季捕獲実施市町村（八幡平市、西和賀町） 

【方法】踏査による目視調査 

 

(6) 放射性物質検査 

平成 24 年度から出荷制限指示が継続されており、クマ肉においては、県南地域を

中心に基準値を超過する検体が確認されている。 

年度 
検体数 

（基準値超過数) 
基準値超過市町村 

出荷制限 
指示月日 

H23 
８検体 

（超過２検体） 
一関市、奥州市 

H24.9.10 
（継続中） 

H24 
１１検体 

（超過２検体） 
一関市、陸前高田市 

H25 
２４検体 

（超過３検体） 
一関市、奥州市、陸前高田市 

H26 
２７検体 

（超過２検体） 
一関市 

H27 
１５検体 

（超過２検体） 
一関市、大船渡市 

H28 
２１検体 

（超過５検体） 
一関市、大船渡市、陸前高田市、奥
州市、金ケ崎町 

H29 
６検体 

(超過１検体) 
陸前高田市 

H30 
２３検体 

(超過８検体) 
平泉町、陸前高田市、一関市、 
金ケ崎町、大船渡市 

R元.10 
１０検体 ※ 
(超過１検体) 

平泉町 

    ※10 月末現在の検体数。Ｒ元年度では 27 検体を検査予定。 

 

 

５ 隣接県との調整 

(1) 令和元年 11 月、北海道・東北自然保護主管課長会議において、東北各県とツキノ

ワグマに係る情報交換を行った。 

(2) 隣県と情報交換を行い、ツキノワグマの捕獲状況、個体数調査の状況等を確認し、

本県の状況についても情報提供を行った。 

【秋田県個体数推定】 カメラトラップ調査（H29～R1） 

推定個体数 3,700 頭（R1 調査結果により変動する見込み） 

  【青森県個体数推定】 カメラトラップ調査（H29～R1） 

推定個体数 1,256 頭（R1 調査結果により変動する見込み） 
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【報告事項】  

    Ⅱ 北奥羽地域の個体数推定について 

１ DNA 分析・個体数推定 

 (1)  大規模ヘアトラップ調査で採取したサンプルをＤＮＡ分析した結果、北奥羽地域で

は 190 個体が識別された。 

(2)  識別された個体から環境省が推奨している「クマ類の個体数を調べるヘア・トラッ

プ法とカメラ法の手引き」の統計手法を用いて個体数推定を行ったもの。 

   

  【個体識別結果】 

 H21（前回） H30（今回） 増減 

トラップ設置基数 193 142 ▲51 

サンプル数 1,041 827 ▲214 

個体識別（頭） 224 190 ▲34 

 

２ 北奥羽地域の個体数推定結果 

 (1) 生息密度 

   クマのトラップ利用状況から個体の行動範囲を推定し、クマの北奥羽地域の生息密

度を算出した結果、中央値で 0.506頭/km2となり前回調査から 0.15頭/km2増加した。 

                         （単位：頭/km2） 

生息密度 H21（前回） H30（今回） 増減 

中央値 0.356 0.506 0.150 

95％信頼区間下限値 0.279 0.377 ― 

95％信頼区間上限値 0.453 0.678 ― 

 

(2) 推定頭数 

生息密度を前回調査で使用している北奥羽地域のクマの生息面積に乗じ、推定した

頭数は中央値で 1,869 頭となり、前回調査から 555 頭増加した。 

                           （単位：頭） 

推定頭数 H21（前回） H30（今回） 増減 

中央値 1,300（≒1,314） 1,900（≒1,869） 600（≒555） 

95％信頼区間下限値 1,031 1,393 ― 

95％信頼区間上限値 1,675 2,505 ― 

 

３ 全県の個体数推定 

  北奥羽地域と北上高地地域を合わせた全県の推定頭数は以下のとおり。 

                           （単位：頭） 

地域 現行推定頭数 新推定頭数 

北奥羽 1,300 1,900 

北上高地 2,100 2,100 

合計 3,400 4,000 

  ※ 北上高地については現在調査中であることから推定頭数は同数としている。 
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ヘア・トラップを用いたツキノワグマの生息数調査 

 
岩手県環境保健研究センター  地球科学部  鞍懸 重和  

 
ヘア・トラップとは広葉樹林内に有刺鉄線と誘引用エサ（リンゴ）を設置してクマの体

毛を回収する装置である（図 1）。本調査では体毛から DNA を抽出して雌雄判別および個

体識別を行い，標識再捕獲法を用いてクマの生息数を推定する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［調査期間］ 

北奥羽地域；2018 年 6 月初旬～8 月中旬まで（4 セッション） 
 
[ヘア・トラップ設置数] 

2009 年時の北奥羽地域の大規模ＨＴ調査で利用された 5km×5km メッシュから、16
メッシュを抽出し，ヘア・トラップを 1 メッシュあたり 8～9 基設置（御明神演習林は

1 メッシュ 20 基）した（図 2）。総数は 142 基。  

 
 
 
 
 
 
 

リンゴ 

有 刺 鉄
ポール 

図 1 ヘア・トラップ模式図 

図 2 北奥羽地域ヘア・トラップ設置箇
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［遺伝子解析の結果］ 
北奥羽地域では 190 頭のクマが確認（メス 57 頭，オス 133 頭） 
 

［個体数推定法］ 
環境研究総合推進費による「クマ類の個体数推定法の開発に関する研究」（課題番号  

S2-1-、平成 21-23 年度)の中で検討されたシミュレーションモデルをもとに解析を実施し

た（空間明示最尤法；Efford 2004）。 
北奥羽地域；1869 頭（95%信頼区間 1393～2505 頭） 
 

 
［生息頭数の推定に向けた今後の検討］ 

今年度は北上高地南部地域に 137 基のヘア・トラップを設置した。来年度は北上高地

北部地域にヘア・トラップを設置し、今年の結果を併せて県全域の生息数を推定する。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 北奥羽地域ヘア・トラップ設置箇

所と生息区画図 
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【協議事項】 

令和元-２年次 ツキノワグマ捕獲上限数について（案） 

［資料８-１,８-２］ 

 

 平成 30-令和元年次（令和元年 10 月 31 日まで）の捕獲上限数は３７５頭（北奥羽地域

個体群１４５頭、北上高地地域個体群２３０頭）であったが、放獣を除く実捕獲数は４３

４頭（北奥羽地域個体群１６５頭、北上高地地域個体群２６９頭）となった。 

 

 個体数管理を行うため令和元-２年次（令和元年 11 月１日から令和２年 10 月 31 日）に

おける捕獲上限数を５０８頭（北奥羽地域個体群２４９頭、北上高地地域個体群２５９頭）

とする。 

 

（単位：頭） 

区 分 
平成 30-令和元年次（10 月 31 日まで） 令和元-２年次 

捕獲上限数 捕獲上限数 a 捕獲実績 b 差 c=a-b 

北 奥 羽 １４５ １６５ ▲２０ ２４９ 

北 上 高 地 ２３０ ２６９ ▲３９ ２５９ 

計 ３７５ ４３４ ▲５９ ５０８ 

※ 捕獲実績には、放獣を含まない。 
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ツキノワグマによる人身被害の状況

令和元年度　【15件16名】　＊令和元年9月27日現在

番
号

年月日 状況 年齢 性別
被害の
程度

予防対策 里/山

1 平成31年4月28日 午後2時20分 昼 岩泉町 門字町向地内 山菜採り 60代 男性 軽症 不明 山

2 令和元年5月4日 午後0時00分 昼 岩手町 一方井地内 山菜採り 60代２名 男性
軽症
重症

鈴 山

3 令和元年5月14日 午前6時00分 朝 宮古市 平津戸地内 山菜採り 80代 男性 重症 不明 山

4 令和元年5月14日 午前11時35分 昼 盛岡市 川目地内 山菜採り 40代 男性 重症 不明 山

5 令和元年5月23日 午前11時40分頃 昼 花巻市 大迫町亀ケ森地内 田植替作業中 50代 男性 軽症 不明 里

6 令和元年5月25日 午後1時30分 昼 岩泉町 門字水上地内 オートバイ走行中 60代 男性 軽症 不明 山

7 令和元年6月27日 午前8時20分 朝 八幡平市 松川国有林内 工事作業中 60代 男性 軽症 作業前の確認と追払い 山

8 令和元年7月7日 午後8時00分 夜 田野畑村 子木地地内 自宅の庭先 60代 男性 軽症 不明 里

9 令和元年7月14日 午後0時30分 昼 北上市 和賀町藤根１地割地内 散歩中 50代 男性 軽症 不明 里

10 令和元年7月27日 午後4時10分 夕 西和賀町 沢内字鍵飯地内 農作業中 60代 男性 不明 ラジオ・鈴・スプレー 里

11 令和元年8月5日 午前5時30分 朝 遠野市 上郷町佐比内８地割地内 散歩中 80代 男性 重症 不明 里

12 令和元年8月13日 午前6時45分 朝 釜石市 大字釜石第８地割地内 ランニング中 80代 男性 重症 不明 山

13 令和元年8月22日 午前7時45分 朝 雫石町 橋場荒沢地内 放獣作業中 70代 男性 軽傷 無 山

14 令和元年9月21日 午前8時30分 朝 八幡平市 八幡平の登山道 登山中 50代 男性 軽傷 不明 山

15 令和元年9月27日 午前6時00分 朝 釜石市 鵜住居町第２地割地内 きのこ狩り中 70代 男性 重症 無 山

平成30年度　【12件12名】　＊平成31年3月31日現在

番
号

年月日 状況 年齢 性別
被害の
程度

予防対策 里/山

1 平成30年5月5日 午前7時00分 朝 大槌町 金澤第29地割地内 山菜採り 80代 男性 重傷 不明 山

2 平成30年5月17日 午後３時00分 夕 大船渡市 日頃市町中甲子地内 渓流釣り 80代 男性 重傷 不明 山

3 平成30年6月1日 午前9時30分 朝 八幡平市 細野地区鍋越沢 山菜採り 60代 男性 重傷 不明 山

4 平成30年6月26日 午後6時00分 夕 岩泉町 穴沢小船地内 山菜採り 80代 男性 軽症 不明 山

5 平成30年7月12日 午後1時35分 昼 盛岡市 浅岸字木々塚12-2 山道散策中 80代 男性 軽症 無 山

6 平成30年7月29日 午後2時30分 昼 遠野市 土淵町栃内（国有林内） 林道走行中 60代 男性 軽症 不明 山

7 平成30年7月30日 午前5時00分 朝 遠野市 上郷町細越地内 自宅裏山の蜂蜜見回り中 80代 男性 重傷 不明 山

8 平成30年8月4日 午前5時20分 朝 雫石町 西安庭48地割地内 ポンプ小屋確認中 60代 男性 軽症 不明 里

9 平成30年8月10日 午前5時30分 朝 紫波町 山屋字夏梨子地内 自宅桃畑に設置したわな点検中 60代 男性 重傷 不明 里

10 平成30年9月6日 午前11時00分 昼 田野畑村 目名地内 草刈とくるみ拾い中 60代 女性 重傷 出没情報収集 山

11 平成30年9月23日 午前10時00分 昼 八幡平市 松尾寄木地内 きのこ採り中 60代 男性 重傷 不明 山

12 平成30年10月31日 午前9時00分 昼 花巻市 太田地内 伐採作業中 80代 男性 重傷 不明 山

時刻 被害発生場所

時刻 被害発生場所

資料２－１

H26 H27 H28 H29 H30 R1
里 6 5 3 6 2 5
山 7 8 14 10 10 10
計 13 13 17 16 12 15
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出没数及び人身被害の状況

東北６県の人身被害状況（９月末現在）

資料２－２

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1
岩手 14 16 19 7 13 13 17 16 12 15
青森 4 5 2 2 3 2 0 8 3 4
宮城 3 3 0 4 4 1 6 3 1 4
秋田 10 17 6 5 10 7 19 19 7 9
山形 10 4 5 0 2 1 2 4 1 2
福島 10 3 4 9 9 5 6 8 1 7
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Ｎｏ． 年月日

① 平成31年4月28日

② 令和元年5月4日

③ 令和元年5月14日

④ 令和元年5月14日

⑤ 令和元年5月23日

⑥ 令和元年5月25日

⑦ 令和元年6月27日

⑧ 令和元年7月7日

⑨ 令和元年7月14日

⑩ 令和元年7月27日

⑪ 令和元年8月5日

⑫ 令和元年8月13日

⑬ 令和元年8月22日

⑭ 令和元年9月21日

⑮ 令和元年9月27日

平成30年度令和元年度

午前7時45分 放獣作業中、わなから飛び出したクマが、車の運転席側から右腕に噛み付いた。

午前8時30分 八幡平を登山中に子連れのクマと遭遇し、成獣に襲われ左腕を噛まれて負傷した。

午前6時00分 きのこ狩り中親子グマに遭遇し、親グマに襲われ頭部を裂傷した。

散歩中に親子のクマに襲われ、顔、頭、左腕に軽傷を負った。

午後4時10分 自宅近くの水田で農作業中、背後からクマに襲われ、腕と足をひっかかれけがを負った。

午前5時30分 散歩中子連れのクマに襲われ顔面に重傷を負った。

午前6時00分 山菜採り中クマに遭遇し、顔面と頭部に切創を負った。

午後8時00分 自宅から庭先に出たところ北方面より現れたクマに襲われた。

午後0時30分

午前6時45分 ランニング中に子クマを発見し、直後に現れた別のクマに襲われ、右耳を裂傷した。

山菜採り中クマに襲われ、右前腕部・顔面の挫創を負った。

午前11時40分頃 田植替作業中クマに襲われ、右上顔面を負傷した。

午後1時30分
林業作業のためオートバイで走行中、クマと衝突し転倒。クマにひっかかれ、左目まぶたや左
耳、左後頭部から出血した。

午前8時20分 工事作業の準備のため重機に乗車する際、クマに襲われた。

午前11時35分

午後2時20分 山菜採りの最中に急にクマに襲われた。

午後0時00分 山菜採り中に２名がクマに襲われた。

詳　　　細時刻

令和元年度ツキノワグマによる人身被害発生場所

平成29年度

資料２－３
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飼料作物 果樹 その他

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

額（万円） 3,570 2,050 2,227 1,480 1,925 1,908 671 4,617 2,315 4,830 4,391 4,099 4,739 7,287 5,466 5,031 2,477 3,467 4,232 4,206

面積（ha） 190 153 141 255 133 94 76 222 102 71 43 75 66 107 59 70 26 45 55 39
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県内のツキノワグマ捕獲分布図 資料４－２

Ｈ30狩猟 Ｒ元春季捕獲

Ｒ元有害捕獲 H30-Ｒ元捕獲合計
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Ｈ30～R元年次　有害捕獲　月別捕獲状況
（令和元年10月末現在）

資料４－３
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調査結果：目視による対象木20本の調査結果、調査定点の着果状況を5段階で評価したもの。

全調査定点の平均
　・コナラ/ミズナラ：北奥羽　1.25（―）
　・コナラ/ミズナラ：北上高地　1.43（0.47）
　・ブナ 　0.38（2.85）
【参考】

H26 H27 H28 H29 H30 R1 備考
― ― ― ― ― 1.25 北奥羽
1.4 1.18 0.45 0.75 0.47 1.43 北上高地

ブナ 0.49 3.61 0.55 1.09 2.85 0.38 北奥羽

コナラ/
ミズナラ

堅果類豊凶調査結果

0.0（0.0）

1.1（1.1）

2.5（0.2）

1.2（0.4）

3.0（1.3）

1.5（1.4）

1.5（0.0）

0.9（1.0）

1.3（0.0）

0.7（0.2）

2.1（0.5）

0.53（4.06）

1.4（0.1）

1.7（0.2）

0.54（3.03）

0.40（1.80）

0.54（3.30）

0.23（3.30）

0.30（4.06）

0.33（1.21）

0.28（1.99）

0.47（3.23）

コナラ、ミズナラ：北上高地 ※（ ）は前年度

ブナ：北奥羽 ※（ ）は前年度

資料6-1
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コナラ、ミズナラ：北奥羽 ※（ ）は前年度
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１　痕跡数及び目撃数

【西和賀町】

年度
調査距

離
（㎞）

クマ棚数 爪痕 足跡 糞
痕跡

（足跡・糞）
幼獣
目撃

成獣
目撃

クマ
目撃（計）

痕跡/距離 目撃/距離

H27 66 6 0 2 0 2 1 6 7 0.03 0.11
H28 268 0 2 8 0 8 9 18 27 0.03 0.10
H29 284 1 0 3 0 3 3 25 28 0.01 0.10
H30 73 2 0 4 0 4 0 5 5 0.05 0.07
R1 63 9 5 1 0 1 10 1 11 0.02 0.17

【八幡平市】

年度
調査距

離
（㎞）

クマ棚数 爪痕 足跡 糞
痕跡

（足跡・糞）
幼獣
目撃

成獣
目撃

クマ
目撃（計）

痕跡/距離 目撃/距離

H27 35 1 2 13 0 13 1 6 7 0.4 0.20
H28 54 1 2 13 0 13 2 7 9 0.2 0.17
H29 98 1 3 14 0 14 5 12 17 0.1 0.17
H30 95 2 8 8 2 10 1 3 4 0.1 0.04
R1 180 0 10 7 2 9 3 0 3 0.1 0.02

２　出没件数

痕跡調査における痕跡数と目撃数

年度

H27

H28

H29

H30

西和賀町

59

63

91

R1（10月末）

八幡平市

59

196

127

107

107

51

96

全県

1,370

3,070

2,575

2,612

2,699

0.0
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0.4

H27 H28 H29 H30 R1

痕跡発見率（痕跡数/㎞）

八幡平 西和賀

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

H27 H28 H29 H30 R1

クマ目撃効率（目撃数/㎞）

八幡平 西和賀

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

H27 H28 H29 H30 Ｒ1（10月末）

出没件数（件）

八幡平 西和賀

資料７

13


